
令和７年度 第２回匝瑳市社会教育委員会議 会議録

１ 日 時 令和８年２月１６日（月）

開会 午後２時２６分 閉会 午後３時３４分

２ 場 所 野栄福祉センター ２階娯楽室

３ 出席委員 浪川健治委員、石川浩之委員、依知川雅一委員、野仲哲二委員、

角田利和委員、橋口義範委員、伊藤敏江委員、江波戸八重子委員、

溝口澄子委員、中野良美委員

４ 出席職員

教育長 椎名和浩

（事務局） 生涯学習課長 畔蒜稔行

図書館長・公民館長 川口義夫

生涯学習室長兼副主幹(統括) 石毛英広

スポーツ振興班副主幹(統括) 伊藤芳雄

公民館管理班副主幹(統括) 鵜澤正明

図書館管理班主査(統括) 田中香織

５ 開 会

６ 社会教育委員会議議長あいさつ

７ 教育長あいさつ

８ 議 事

（１）令和７年度匝瑳市生涯学習事業の実施状況（１月末現在）について

生涯学習関連事業 石毛室長兼副主幹(統括)、伊藤副主幹（統括）より説明。

公民館関連事業 鵜澤公民館管理班副主幹(統括)より説明。

図書館関連事業 田中図書館管理班主査(統括)より説明。

（２）令和８年度匝瑳市社会教育の基本方針（案）について

石毛室長兼副主幹より説明。

９ その他 ・匝瑳市立のさか図書館の今後の方針について

10 閉 会

詳細は別添会議資料による。



【協議内容】

議事（１）匝瑳市生涯学習事業の実施状況（１月末現在）について

委員Ａ： スポーツ協会の野球協会におけるチームの数はどのくらいあるのか。

事務局： 正確なチーム数は把握していないが、市民大会等で参加のある一般の部のチー

ムは１０チーム前後で、シニアの部のチームは１か２チームであると聞いている。

委員Ａ： スポーツ協会に加入しているチームで大会をすることか。

事務局： 野球協会に各チームが登録という形で、登録料を支払って大会の登録をしてい

る。

委員Ａ： それは１０チーム前後の団体でよいか。

事務局： そのとおりである。

委員Ｂ： 公民館講座について、生涯学習センター講座やスポーツ教室も含めた質問であ

る。８ページの上段にアンケートなどをもとにと記載されているが、具体的にど

のようなアンケートを行って、どのような回答であったのか伺いたい。併せて生

涯学習センター講座でアンケートをとっていると思うので、市民の方がどのよう

な考えであるのか一例でも二例でも挙げて内容を伺いたい。

事務局： 公民館講座でのアンケートについては、都合のよい日時、講師に対する評価や

今後どのような講座を希望しているかについての簡単なアンケートをとり、今後

継続であったり、新しい講座の企画をする参考としている。

生涯学習センター講座では、一例を挙げると、講座回数のアンケートをとって

いる。アンケートで講座の回数を多くしてほしいとの回答をいただいて、令和７

年度では講座の回数を増やした経緯がある。

委員Ｂ： 県社会教育振興大会において、数名でディスカッションを行った際に、どの地

域も財政が厳しく逼迫した中で、市に様々な要望があり、その要望に応えること

に苦労したりしていると聞いた。一例を挙げると講師をお願いすると旅費が発生

すると思うが、ボランティアで無料で教えてくれる方を募ったり、予算がない中

でご苦労していると思うが、市民からはもっと講座を増やしてほしいなどの要望

があるのかと思い、この質問をした。

委員Ｃ： ８ページ、９ページの公民館主催事業について、盆栽入門教室が申込少数の為

中止、しめ縄づくり教室が材料入手困難な為中止となっているが、現時点での公

民館側の考えで構わないので、例えば複数年中止が続いた場合は募集を中止する

など方向性が決まっているのか伺いたい。決まっていなければ、どうしていくの

か伺いたい。

事務局： 盆栽入門教室については、申込者が１名であり、講師と協議して中止とした。

しめ縄づくり教室については、講師が亡くなり、代替として門松づくりを検討し

て過去に依頼した経緯のある講師に相談したが、教えられないとの回答であった。

そのため、しめ縄づくり教室は中止とした。来年度以降は、このような事情であ

るため、盆栽入門教室としめ縄づくり教室は見送ることとしたい。



議 長： 盆栽入門教室について、申込者が１名だったから中止ということであるが、何

人であるなら開催できるのか。最低人数はあるのか。

事務局： 概ね５人である。

議事（２）令和８年度匝瑳市社会教育の基本方針（案）について

委員Ｄ： １６ページのスポーツ・レクリエーション施設の活用・整備における学校体育

施設開放の促進について、夜間などで各小中学校の体育館を利用いただいている。

そこで、市の財政難という話を伺っているが、匝瑳市の学校体育施設開放という

ことは無料でやっており、財政難という状況なので、受益者負担の原則というこ

とで電気代などの施設利用料等の徴収を検討してはいかがか。他市では徴収して

いる例がある。

教育長： 貴重な意見に感謝する。委員がおっしゃるとおり収益増を狙っていかないとい

けない。歳入増の見込みはなく、歳出が増えていく一方である。歳入を少しでも

増やすにはどうしたらよいかということで、例えばパークゴルフそうさについて、

旭市は４月から全ての施設使用料の値上げをしてパークゴルフ場の使用料も値上

げをするが、私はパークゴルフそうさの使用料の値上げはせず、他市からの利用

者数を増やそうと考えている。パークゴルフそうさは、市から廃止を含めて検討

しなさいと言われているが、オープンから５年しか経ってなく、教育委員会とし

ては、パークゴルフそうさは当面収益増を図るため、様々なことをやろうと考え

ており、使用料を値上げせず他市と逆行することで人を呼び込もうと考えている。

学校体育施設開放については、学校という公共施設がお金を徴収することが問題

とならないか研究しながら、検討していきたいと考えている。ちなみに、多古町

の体育館へ視察に行き、体育館に空調があり、利用者は料金箱にお金を入れると

電気が点くようになっている。無料の団体の場合はスイッチを切るが、有料の外

部の団体が利用する場合はスイッチを入れて利用者が料金箱にお金を投入すると

電気が点くシステムであり、そういった事例が他市町村であるので今後は広まっ

ていくと思われる。

委員Ｃ： 山桑球場はどうであるのか。

事務局： 使用料については免除団体があるが、ナイターについては団体でメダルを購入

していただき、３０分単位で料金をいただいている。

議 長： 市子ども会育成連絡協議会の行事について、３月７日に予定していた親子レク

リエーションは参加人数が少なくて中止となったのでお知らせする。最低２０人

であったが、人数が満たないため中止とした。

議 長： 他に御意見等がないようなので、以上で協議を終了する。


